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 医療者の幸せ    
          院長 大本裕之 

2007 年の開院以来、診療所が明るく、癒やさ

れた空間となるように“思いやり・優しさ・助け

合い”の精神でばらを愛し育てる心、福山の

｢ローズマインド｣に共感してばらを育成していま

す。この花壇が第 23 回(2013 年)全国花のまち

づくりコンクール（提唱 農林水産省・国土交通

省）で入選しました。大きな誉れ、幸せと思って

います。同時にこの 7 年間、患者さま、クリニッ

クを応援してくれる皆様、思いを共有してくれる

職員に支えられて私たちのクリニックは目指した

理念「すべての女性のためのホームドクター」に

向けて少しずつ歩んでいけていると確信していま

す。イラン中世の教養物語、『薔薇園』にばらの

美徳は一緒にいる土にもおよぶ、とあります。８

年目のクリニックは今までにもまして患者さまの

ニーズに応じた診療を心がけて、皆様の心と体の

健康に少しでも寄与できるように職員一同研鑽し

て医療の質を高めたいと思います。そして皆様が

ばらのように美しく輝き、それがクリニックにお

よべば私たちにとってこの上ない幸せです。 

 私らしさ     
副院長 大本佳恵 

 この 1 年間を振り返って、まず皆様にお詫びをしなけ

ればなりません。それは私自身の健康上の問題で、昨年 5

月下旬から約 1 ヶ月間、休診せざるを得なくなったこと

です。院長はもちろんスタッフの皆、そして何より、患者

様には大変御迷惑をおかけしましたこと、本当に申し訳な

く思っています。そして、復帰後は今まで以上に頑張るぞ

と張り切っておりましたが、なかなか気持ちと体が付いて

いかないこともあり、私自身、不本意な時間を過ごしてい

たこともありました。でも、そんな中での 2 度のラジオ

出演、そして備後エリアで最も有名な情報誌への掲載、公

立高校への性教育講演などさせていただきました。そう

やって、クリニックから一歩離れて、私の産婦人科医らし

さを表現することができたことは、これからの大きな自信

につながりました。「女性医師 大本佳恵」という特権も

使えるだけ使ってみてもいいのかな…と。 

 でも私の城である仕事場は、紛れもなくこのクリニック

です。今頑張ってくれているスタッフと一緒に仕事をする

ことが何よりの「私らしさ」を表現できる場所です。今日

まであっという間にこられたのも「おおもとウィメンズク

リニック」を盛り立てて下さるすべての方のお陰です。こ

の 1 年もどんな風に過ぎていくのか、どんな方との出会

いがあるのか楽しみにしながら、私らしく診療に邁進した

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 ススタタッッフフよよりり  
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看護師 

 今年で開院 7 周年になります。玄関を入れば笑顔で対応の受付、診察室

に入れば適正な診療をする医師、それを介助する看護師たち。このチーム力

がどんどん強まってきています。今後もこの力を築き上げ、患者様の力にな

れますよう努めてまいります。 

  

看護師 

 婦人科の看護師の役割は、まず受診される患者様の安心感を一番大切にす

ることだと思います。デリケートな部分の疾患を取り扱うだけに女性にとっ

てはできるだけ受診を避けたい診療科でもあります。常に責任感を強く持

ち、同じ女性として患者様の気持ちに寄り添うことができるように努めてま

いります。 

 

看護師 

 婦人科の看護師は患者様の不安を取り除くことが大切だと思います。私自

身、婦人科受診は検診の必要性を知りながらも抵抗があり、ここに就職する

までは受けていませんでした。私の経験を元に患者様の気持ちを第一に考

え、安心して受診できる看護をめざしていきたいと思います。 

 

医療事務 

 新しく来院された多くの患者様に、口コミで受診したと声をかけていただ

くことが増え、大変うれしく思います。本年も患者様に安心して診療を受け

ていただけるよう、丁寧かつ迅速な応対を心がけてまいります。 

 

医療事務 

 クリニックの一員となり 2 年が経ちました。婦人科に関する様々な不安や

悩みを抱えて来られる患者様が帰る際に、「来てよかった」「また来たい」と

声をかけてくださることに、仕事の遣り甲斐を感じます。これからもクリ

ニックの顔として患者様の不安を少しでも取り除けるような応対を心がけて

いきたいです。 

 

エステティシャン・リンパ浮腫指導技能者 

 昨年の 7 月、ドバイに行き、砂漠の上を素足で歩いた時、今生かされてい

る喜びが胸の奥深いところから一気にこみ上げてきました。心の病も身体の

病も完治をゴールとするならば、治療の選択肢は幅広いものだと思います。

身体に優しい医療を願い、希望を捨てず、患者様とともに乗り越えていきま

す。 

 

 2013 年は新規登録患者様 1299 人、のべ 12927 人の患者様に来院いただきました。例年同様に受診理由の

多くは“口コミ”でした。今なお敷居が高い婦人科ですが、クリニックネットワークが定着して当院がこの地域に

認められてきたことを嬉しく思います。子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣腫瘍など良性疾患の多くは倉敷成人病セン

ターの腹腔鏡下手術により患者様の QOL を保ちながら治療がなされました。悪性疾患は福山医療センター、福山

市民病院、中国中央病院、倉敷成人病センター様などと病診連携をはかり子宮頸部高度異形成および上皮内癌 18

名、浸潤子宮頸がん 2 名,子宮体がん 1 名,卵巣がん 2 名の患者さまが適切な医療を受けることが出来ました。院内

検査・治療はヒステロファイバースコープ（子宮鏡）検査 19 名、子宮鏡を併用した日帰り手術は 6 名、子宮温存

希望の上皮内癌を含めた 3 名に円錐切除術をおこないました。不妊症に対しては子宮卵管造影検査を 29 名に行

い、排卵誘発、タイミング法、人工授精までしか扱っていませんが、ストレスが大きくかからないような診療に配

慮しています。高度生殖補助医療は倉敷成人病センター等と連携を図り、よい成績を収めています。ＬＥＰ製剤

（低用量エストロゲン・プロゲスチン配合薬：月経困難症治療薬およびピル）は月平均 384 シート処方して多く

の女性の生活改善に役立っていますが、まれな血栓症に対して厚生労働省、学会の注意に従って適正使用を行って

います。代替医療としてのアロマテラピー・エステはのべ 133 回施術を行いました。特筆されるのは広島県東部

で初めて開設したリンパ浮腫外来で乳癌，子宮癌などの患者数が増加し、のべ 153 回の施術を受けられ、癌治療後の患者様のＱＯＬの改善を図っています。 


